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スミツキフエ夕、イ（新称）
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供試標本

１個体，標準体長168ｍｍ，米満町魚市場，1959年７月。

記載

１．計測。計数的形質：体高40.0,体幅21.4,頭長36.9,両眼間隔９．０，上顎長14.9,眼径

１０兆吻長13.t眼下幅６．５，尾柄高12.5,胸鰭長33.3,腹鰭長23.8，最長背鰭鰊（第４疎）

16.0，最長背鰭軟条（第１軟条）１３．６，最長臂鰭練（第２鰊）１５．５，最長響鰭軟条（第１軟条）

14.9,腹鰭刺i長14.9，最長腹鰭軟条〔第１軟条）22.6.側線上の有孔鱗数46-48,側線上方鱗数

８－９，側線下方鱗数19-20,頬鱗数９－１０．岨杷数７＋13.

2．形態：体はやや長い楕円形で側扁する。眼隔域は狭く，やや膨出している。吻はやや短

い。眼は普通太で鼻孔は小さい。前鼻孔は眼と吻端とのほぼ中央に位置し，また後鼻孔は前鼻孔

と眼のほぼ中央にある。側線より上方の縦列鱗は斜上後方に向い，側線より下方の鱗は水平列に

並ぶ。背鰭の前畑蓋骨隅角上方には顕著な欠刻がありこれと陥合する突起が間肥蓋骨上に発達し

ている。欠刻部より上方は細かい鋸歯状をなし，欠刻部より下方縁は強い鋸歯となっている。口

は普通大で，上顎後端はほぼ眼の前縁下まで達する。上顎の外側の１列の歯はやや肥大し，その

内側の絨毛状歯帯は後方まで細長く延びている。下顎の外列歯はやや肥大し，その内側には前方

にのみ絨毛状歯帯がある。鋤骨および口蓋骨に絨毛状歯がある。舌上に歯はない。胸鰭は長く延

び，尾鰭後縁はゆるく２叉する。

３．色：体は淡黄褐色で頭部から背部にかけて暗色を呈する。背鰭軟条始部と側線の間に，

眼よりやや小さい暗色斑があり，また胸鰭基部上方に小黒斑がある。各鰭ともに淡黄色を呈す

る。
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4．分布：沖縄。Philippineｓｏ

付記

本種は従来琉球から知られていなかったもので琉球では稀種に属するようで，筆者は1959年７

月に１尾採集したにすぎない。

センネンダイ
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ＳｏｕｔｈAfrica・Ｍｕｓｏ,ｖｏＬ２１，ｐｔ、２、1927,ｐ、６５４．－Munro，ＭａｒｉｎｅａｎｄＦｒｅｓｈＷａｔｅｒ

ＦｉｓｈｅｓｏｆＣｅｙ１０，，１９５５，ｐ、１３９，ｐ１．２５，１i９．３９８．

Lzltjα""SSB”cB1eeker，Atlaslchth，Ｉｎｄ・Neerland.,vol、8,1786-1877,ｐ，62,ｐＬ３５０．ｆi９．

２．－Fowler，Ｍｅｍ，ＢｉｓｈｏｐＭｕｓ.,ＶＯＬ10,1928,ｐ、198；ＢｕｌＬＵ．Ｓ，Nat．Ｍus.,ＶＯＬ１１，

１９３１，ｐ、１７６．－ＷｅｂｅｒａｎｄｄｅＢｅａｕｆｏｒｔ，Fisｈ・Indo-AustralianArchip.,vol｡７，１９３６，

ｐ２６１．－Matsubara，Ｆｉｓｈ、ＭｏｒｐｈｏＬａｎｄＨｉｅｒ．ｐt，1,1955,ｐ、663．

供試標本

２個体，標準体長165-385ｍｍ，糸満町魚市場，1959年４月。

記載

１．計測。計数的形質：体高45.5-47.3,体幅16.4-18.2,頭長37.7-38.2,両眼間隔

9.1-9.6,上顎長15.5,眼径5.7-7.3,吻長14.5-15.7,眼下幅１０．９－１２．２，尾柄高13.0-

14.5,胸鰭長36.4-37.5,腹鰭長22.9-30.3，最長背鰭ilijli（第３疎）１４．０，最長背鰭軟条（第

７軟条）21.3，最長響鰭軟条（第４軟条）１５．５，腹鰭疎長13.5．側線上の有孔鱗数55-56,側線

上方鱗数12-13,側線下方鱗数26-28,頬鱗数６．鰭条数：Ｄ，Ｘｎ６；ＡｏＭ１０－１１；ＶｏＩ５；

Ｐｏ１７ｏ鯛杷数６＋13.

2．形態：体高はかなり高くなりよく側扁する。吻端から後頭部に至る外郭線はほとんど直

線的に高くなっている。眼隔域は狭くて膨出し，吻はやや長くて尖っている。側線より上方およ

び下方の各縦列鱗は斜めに上後方に向かい，それぞれ側線と交わる。背鰭前方の鱗は前方では眼

隔域まで達しない。背鰭および響鰭軟条は中央の軟条が最も長く延びている。口は普通大で斜

遡位。上顎後端は眼の前縁下まで延びる。両顎，鋤骨および口蓋骨に歯がある。上顎の外列の１列

の歯はやや肥大し，前方の３対の歯は特に大きい。下顎の外側列の歯もやや大きく，内側の絨毛

状歯帯は前方に局在する。鋤骨歯帯はやや平たい三角形で，口蓋骨上の歯帯は退化して短小とな

っている。前畑蓋骨縁辺は細い鋸歯をそなえ，また前1M蓋骨隅角上方には弱い１欠刻がある。胸

鰭は長く延び，尾鰭は浅く２叉する。

３．色：生鮮時は体は淡紅色で，体を横切る３条の濃赤色帯がある。その第一帯は吻端から

眼を横切り背鰭始部に，第二帯は背鰭第３jlDl(から第７疎に至る背鰭基底部から垂直に下方へ，第

三帯は背鰭軟条基底部から斜後下方に走り尾鰭下葉に延びている。背鰭上縁，腹鰭軟条後縁，臂

鰭下縁および尾鰭両葉の尖端部は黒色を呈する。

４．分布：南日本から琉球。台湾。PhilippinesoSingaporeoSiam・Ｅａｓｔlndieso

ZanzibaroArabiaoRedSeaoQueenslandoMe]anesiaなどに広く分布する。

付記
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本種は外形および体色が特異的で容易に判別できる。

ヒメフエ夕、イ
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－Munro，ＭａｒｉｎｅａｎｄＦｒｅｓｈＷａｔｅｒｆｉｓｈｅｓｏｆＣｅｙlon，1955,ｐ138,ｐ１．２６，ｆi９．３９６．－

Ｓｍｉｔｈ，ＳｅａＦｉｓｈ・ｏｆＳｏｕｔｈ、Africa（4ｔｈｅｄ.)，1961,ｐ２５４，ｐ１．３７，ｆi９．６６２．
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100.Ｕ・ＳｏＮａｔ・Ｍｕｓｏ,ＶＯＬ１１，１９３１，ｐ、168.-WeberanddeBeaufort，Fish、Indo-Aus-

tralianArchip・vol。７，１９３６，ｐ、２６３，－Matsubara，Fish・MorphoLandHier、ｐｔ，１，

１９５５，p663
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供試標本

２個体，標準体長234-240ｍｍ，糸満町魚市場，1959年４月。

１個体，標準体長236ｍｍ，糸満町魚市場，1960年２月。

記載

１．計測。計数的形質：体高39.0-41,2,体幅17.5,頭長35.0-39.0,両眼間隔9.3-

10.0,上顎長14.2-14.5,眼径8.3-9.4,吻長14.5-15.0,眼下幅9.0-9.3,尾柄高11.1-

11.9,胸鰭長32.5-33.9,腹鰭長19.7-20.8，最長背鰭林（第４疎）12.8-13.6，最長背鰭軟条

（第10軟条）13.1-14.5，最長瞥鰭鰊〔第２刺、１１．４，最長智鰭軟条（第５軟条）１６．１－１６．７，

腹鰭赫長12.7-12.8，最長腹鰭軟条（第２軟条）20.3.側線上の有孔鱗数48-50,側線上方鱗数

９－１０，側線下方鱗数23-24,頬鱗数４－５.鰭条数：ＤｏＸ１４；Ａ，１１８；Ｖ、１５；Ｐｏ１６－

１７ｏ幽門垂数５本。鯛杷数１０＋１８．

２．形態：体はやや長く，かなり側扁する。眼隔域は狭く，頭部外郭は眼前部でくぼみ，吻
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部はやや細長く突出している。鱗は弱い櫛鱗で剥離し難い。側線より上方および下方の各縦列鱗

は斜めに上後方に向かい，側線と交わる。背鰭前方の鱗は眼の後縁上部よりやや前方まで延び

る。鼻孔は普通大で，前鼻孔は著しく前方に位置し，前後の両鼻孔はかなり離れている。前鼻孔

は小さくて皮弁でおおわれ，後鼻孔は前後に細長く開孔している。前肥蓋骨隅角上方には顕著な

１欠刻を有しその上辺および下辺は強い鋸歯状縁となっている。□は普通に大きく斜位で，上顎
後端は眼の前縁下には達しない。上顎の外側の１列の歯はやや肥大し，前方の１対は特に大き

い。内側には細長く延びた絨毛状歯帯がある。下顎も外列歯はやや肥大し，内側には前方に限

り，やや幅広い絨毛状歯帯がある。鋤骨および口蓋骨に歯がある。舌上にも歯がある。鋤骨歯帯

は底辺の幾分くぼんだ低い三角形。口蓋骨上の絨毛状歯帯は細長く“く，,の字状に湾曲してい
る。胸鰭は長く延び，尾鰭後縁はやや深く２叉する。

３．色：生鮮時は体は全体に紅色で11M蓋骨の縁辺部の所々に黄色がまじる。背鰭上縁は黒色

で胸鰭基部の内側のくぼみも黒色を呈する。眼は鮮紅色。フォルマリン固定標本では背部は淡黄
褐色で腹部は幾分白色をおびる。

４．分布：琉球。PhilippinesoEastlndies・CeylonoIndiaoMozambiqueoArabia

、RedSeaoQueenslandoMelanesiaoPolynesiaなど。

マダラタノレミ属

Ｇｅｎｕｓｎ`αＣＣＪＣγBleeker

llIacoJ0γB1eeker，Act、ＳＯＣ、Sci，Ｉｎｄ・Neerland，vol、８，１８６０．ｐ､２５．TypeMacolortypus

Bleeker-DiacopemacolorCtlvier．－Fowler，ＢｕｌＬ１００，Ｕ、Ｓ・Nat．Ｍｕｓ.，vol、１１，

１９３１，ｐ，178．

Pγo”bJysGilLProc・Acad．Ｎat・Sci・Philadelphia，1862,ｐ、236．ＴｙｐｅＤｉａｃｏｐｅｎｌｇｒａ
Ｌｅｓｓｏｎ。

外部形態：体はかなり高く，よく側扁し，背部はかなり隆起している。側線は完全で，背部

外郭に平行している。鱗は中庸大の弱い櫛鱗でおおわれる。眼隔域は広く，幾分膨らみ，眼前部

においてかなり膨出している。口は大きく，斜位で，上顎後端は眼の中央下部近くまで達する。

主上顎骨の大部分は眼前骨でおおわれ，上顎はかなり伸出さすことができる。両顎歯は犬歯状円

錐歯および絨毛状歯からなり，臼歯は持たない。鋤骨および口蓋骨には小歯が幅狭く列生してい

る。前岨蓋骨の隅角縁辺は鋸歯状となり，この骨の後縁隅角上部に強い１欠刻があり，これとか

み合うように強い１鯨が間鯛蓋骨にある。背鰭前方の鱗は眼の後縁に達しない。側線より上方の

鱗も下方の鱗も水平列に並ぶ。鯛杷は長く，数もかなり外い・背鰭および臂鰭は鱗でおおわれ

る。脊椎骨数は24個。鯛条骨数は７本。背鰭は１基で10-11鰊13軟条。胸鰭は16-17軟条。腹鰭

は１鰊５軟条。臂鰭は３jlDIill軟条。幽閥垂数は５本。胸鰭はかなり長くて瞥鰭基部に達する。

内部形態：額骨上面には平坦部なく，額骨一上後頭骨隆起はとくによく発達し，正中線上を

額骨の先端まで延長している。ろ頂骨隆起に続く顎骨隆起は微弱で，隆起はほとんど認められな

い。前額骨の外縁は肥厚している。囲耳骨域はフエダイ属とは異なり，膨らまない。副喫骨下面

の正中線は龍骨状に隆起している。基底喫骨の中央部は前方に張り出している。左右の翼模骨の

下縁は広く離れている。鎖骨上方の練状突起の後縁はゆるやかに轡入している。動眼筋室の外部

開口はフエダイ属よりは幾分小さい。腰帯の左右の骨の先端部はフエダイ属では広く離れている

が，本属ではその先端部は接着している。
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付記

本属については現在フエダイ属に包含する学者と，フエダイ属とは別属に扱う学者があり，そ

の分類学的位置は明確でない。Ｆｏｗｌｅｒｄ９３１）は本属の鯛杷が細長く，特にその数が多い（７５

本）ことから，これをフエダイ属から分けて別属にしている。筆者の研究によれば，(1)頭蓋骨

の一般形態，とくに前額骨の発達状態および囲耳骨域が膨らんでいない(2)腰帯の左右の骨の先

端部が接着している。(3)Ｆｏｗｌｅｒ（1931）も記載しているように，鯛杷が繊細で長く，その数が

とくに多いなどの諸点から，本属はフエダイ属から分離して別属にするのが妥当と考えられる。

マダラタルミ

皿αＣＯ肋γ〃jgcγ〔ForskaD

L"オル""ｓ醜､COルプB1eeker，Atlaslchth・Ｉｎｄ，Neerland.，vol、8,1876-1877,ｐ、７５，ｐ１．３４３，

，９．３．

胚"CO化γ〃zgc7Fowler，Ｂｕｌｌ，１００，Ｕ、Ｓ、Nat．Ｍｕｓ・vol。１１，１９３１，ｐ、179．

LzJjjα""ｓ〃zgcrWeberanddeBeaufort，FishIndo-Aust・Archip，1936,ｐ、２８９，ｆi９．６２．－

Kamohara，ReportsUsaMarineBioLStation，vol、４，ｎｏ、１，１９５７，ｐ、２３，ｆi９．１５．

Mzco〃γ/"αcoJ0γHerre，Ｊｏｕｒ、PanPaciiicReserchlnst.,ＶＯＬ8,1933,ｐ，８．

,供試標本

１個体，標準体長261ｍｍ，糸満町魚市場。1964年４月〔骨格標本）

２個体，標準体長200-230ｍｍ，石乢垣島，1964年８月。

記載

１，計測。計数的形質：体高40.8-41.4,体幅16.0-17.2,頭長35.2-36.0,両眼間隔１３．０

－１３．４，上顎長14.5,眼径8.4-9.0,吻長9.6-10.0,眼下幅5.5-6十尾柄高13.5-13.8,胸

鰭長36.5-38.3,腹鰭長22.0-245，最長背鰭疎（第３櫛）14.1-16.5，最長背鰭軟条24.5-

25.2，最長瞥鰭刺!（第３疎）13.4-14.5，最長臂鰭軟条（第６軟条）24.5,腹鰭疎長14.5-15.0

最長腹鰭軟条（第２軟条）21.0-22.2,側線上の有孔鱗数55-57,側線上方鱗数９－１０，側線下

方鱗数19-20,頬鱗数５－６，幽門垂数５本，岨杷数33-34＋62-66,鰭条数：Ｄ，Ｘ－ＸＪ１３，

Ａ、1111,Ｖ・’５，Ｐ。１６－１７．

２．形態：体は楕円形でかなり側扁する。眼隔域はやや膨出し，眼前部の頭部外郭はかなり

膨出している。両鼻孔は小さくて，前鼻孔も後鼻孔も薄い皮弁で囲まれている。前鯛蓋骨の隅角

部は鋸歯状をなし，その上部には深い１欠刻があり，これとかみ合うように間肥蓋骨上に１疎が

発達している。口は大きく，斜位で，上顎後端は眼の中央下にまで達する。上顎骨の外側の１列

はやや大きく，その内側には絨毛状歯帯が延びている。下顎は１列の外列歯があり，前部の４対

はとくに大きい。内側の絨毛状歯帯は前部にのみ限られ，側後方には絨毛歯帯は見られない。鋤

骨および口蓋骨には小歯が狭い幅で列生している。

３．色：背部は黒褐色でその中に約５個の白斑紋がある。腹部は白色を帯び，その中央部に

は，胸鰭基部から尾鰭下葉にわたり１本の黒帯が延びている。頭部の中央には眼をはさんで垂直

の黒帯があり，口端部も黒色を帯びている。本種はB1eekerやWeberの図で見る通り特色あ

る体色を示し，生鮮時には１見して判別することができる。

４．分布：奄美大島。琉球。PhilippinesoPolynesiaoEestlndiesoMaldiveso

MauriｔｉｕｓｏＺａｎｚｉｂａｒｏＲｅｄＳｅａ･

本種は従来琉球からは知られていなかった。
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Ｆｉｇ．４９．ＭαCO/oγ〃jgcγ（Forskal)，２００ｍｍ、ｉｎｓｔａｎｄａｒｄｌｅｎｇｔｈ．

イトヒキフエダイ属

ＧｅｎｕｓＧＪａ６γ加はｊα〃"ｓ（Fowler）elnend

G/α6γﾉﾉ"がα""ｓ（subgenus）Fowler，Ｂｕｌｌ．Ｕ，Ｓ・Nat．Ｍｕｓ・ＶＯＬ１１，１９３１，ｐ、88,ｐ、９５．

Pαγ“ｊｃｊｃﾙｵｶjﾉsWhitley，Ｍｅｍ、Qsl・Musp,ＶＯＬ１０，１９３０，ｐ，１３．

外部形態：体はやや楕円形でかなり側扁する。眼は小さく，眼隔域は幅狭くやや膨出してい

る。鱗はごく弱い櫛鱗でほとんど円鱗に近い。眼隔域は鱗をこうむらない。吻はやや円鈍。眼下

部の幅は広い。下顎は上顎より短い。ロはかなり大きく斜位で，主上顎骨の大部分は眼前骨でお

おわれる。両顎歯はフエダイ属のそれと類似し，外側の１列の歯はやや大きく，その内側には絨

毛状歯帯がある。鋤骨および口蓋骨には痕跡的にかすかに歯が認められるが，これらは年令とと

もに消失する傾向がある。前肥蓋骨縁辺は微小な鋸歯状となっているが，これも年令とともに平

滑に変るようである。側線は完全で背部外郭に並行している。側線より上方の鱗も下方の鱗も水

平列に並ぶ。畑杷は強硬で短く，数も少い゜背鰭軟条部および唇鰭は鱗をこうむらない。脊椎骨

数は24個。鯛条骨数は７本。背鰭は１基で10刺il5-16軟条。胸鰭は17軟条。腹鰭は１鰊５軟条。

瞥鰭は３疎９軟条。幽門垂数は５本。胸鰭の長さは普通。

内部形態：顎骨上面には平坦部なく，上後頭骨隆起はよく発達し，正中線上を額骨の中央部

まで前進している。上後頭骨隆起に続いてかすかに額骨隆起が認められる。ろ頂骨隆起に続く額

骨隆起も微弱で，眼窩上後縁部でこの隆起は消滅する。前額骨の外面上部は肥厚し，前額骨側面

の３つの順突起はよく発達している。囲耳骨域は膨らまない。副|契骨の下面の正中線部は龍骨状

に隆起している。左右の翼喫骨の下縁は広く離れている。鎖骨上方の練状突起の後縁はほとんど

湾入していない。動眼筋室の後部の孔は小さく，老年魚ではほとんど閉ざされる。棋耳骨と額骨

腹面の間に大きな孔があり，この特徴は他のフエダイ科魚類では見られない。

付記

Fowlerd931）はイトヒキフエダイを模式種として，背鰭軟条部が糸状に延長しているこ

と，口蓋骨に歯がないこと，側線より上方の鱗も下方の鱗も水平列に並ぶことなどの特徴によっ

てG1abrilutjanusなる新亜属を設けた。これに対しWeberとdeBeaufortd936）は，

この模式種について“Fowlerはただ□蓋骨に歯がないという理由だけで新亜属を設けたが自分

達は小形の標本では口蓋骨上に歯を認めた。恐らくこの歯は成長とともに消失するのであろう，,
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といって新亜属を設けることに賛成していないようである。また，Whitleyd930）はイトヒキ

フエダイの老成魚（AustroMusoRegd，NooIAo1554）を模式種としてParadicichthyinae、

Paradicichthysなる新亜科一新属を設け，Paradicichthysvenenatusなる新種名をつけ

た。さらにWhitleyd932）はイトヒキフエダイの若魚（標準体長115ｍｍ）を模式標本として

G1abrilutjanusmarshalliなる新種名を与えた。しかしながらこれは明らかに同一種の若魚

と老成魚を別種と誤認した結果によるものであり，したがってParadicichthysなる属名は有

効とは認められない。筆者の研究によれば，本模式種は背鰭および響鰭には全く鱗を持たない，

囲耳骨域は膨らんでいない，鋤骨および□蓋骨の歯は退化して痕跡的となっている，模耳骨と顎

骨腹而との間にやや大きな孔を形成している，など多くの点でフエダイ属魚類と異なっている。

これらの特徴はフエダイ科内では重要な形質と考えられるので，筆者は本亜属をフエダイ属から

分離して属の階級に昇格させることにした。

イトヒキフエ夕、イ

ＧＪａｂγiJzzr/α〃〃ｓ〃c7"czroPﾉﾘzoγzzs（Bleeker）

jMpsoZ)ｒｊ０'ｚ〃e"zα/０，"0γ"sBleeker，Act・ＳＯＣ・Sci・Ｉｎｄ･Neerland.，ｖｏ１．８，１８６０，ｐ､５６．

Lzけｊα""ｓ〃g加ａｆ０Ｐｈ０７"sBleeker，Atlaslchth・Ind、Neerland.，ＶＯＬ7,1873-1876,ｐ１．２８５，

ｆi９．３，ｐ、４７．－Fowler，Ｂｕｌｌ．Ｕ、Ｓ・Nat．Ｍｕｓ・vol、１１，１９３１，ｐ、９５．－Herre，Ｎｏｔｅｓｏｎ

ＦｉｓｈｅｓＺｏｏＬＭｕｓ・StanfordUniv、１934,ｐ、４９．－WeberanddeBeatlfort，Fish

lndo-Aust・Ａｒｃｈｉｐ、1936,ｐ、２４０．－Matsubara，ＦｉｓｈＭｏｒｐｈｏ・ａｎｄHier・ｐｔ、１，１９５５．

ｐ、６６０．

L"ｆｉｎ"zJs〃c"zaiiop/ｂｏｒｚｚｓＯｇｉｌｂｙ，ＭｅｍｏＱｕｅｅｎｓｌａｎｄＭｕｓ.,ｖｏ１．７，ｐｔ．t1920,ｐ、２０．

P”αルガc"ﾒｶjﾉSDC"c"α/"sWhitley，Ｍｅｍ．Ｑs１．Ｍus.,ＶＯＬ１０，１９３０，ｐ、１３．

ＧＪａＤｒｊＪ"/ｊα"zJs柳ａγsﾉｈａﾉﾉiWhitley，Rec，Aust．Ｍus.，18,1932,ｐ、３３８．

供試標本

１個体，標準体長約600ｍｍ，糸満町魚市場，1963年１月（骨格標本）

２個体，標準体長210-220ｍｍ，石垣島，1963年３月。

記載

１．計測。計数的形質：体高37.6-38.6,体幅17.3,頭長33.3-34小両眼間隔9.1-9.5,

上顎長15.5-15.7,眼径6.7-6.8,吻長12.9-14.5,眼下幅9.5-10.0,尾柄高14.3-14.5,胸

鰭長27.1-28.6,腹鰭長22.4-23.6，最長背鰭純（第５刺、１０．４，最長背鰭軟条（第４または第

５軟条）77.3，最長臂鰭林（第２疎）９小最長臂鰭軟条（第３軟条）47.7,腹鰭鰊長13.2，最

長腹鰭軟条（第１軟条）23.2．側線上の有孔鱗数52-55,側線上方鱗数９－１０，側線下方鱗数１６

－２０，頬鱗数８．幽門垂数５本。肥杷数５＋13．鰭条数：ＤｏＸ１５－１６，Ａ、１９；Ｖ、１５；Ｐ、

１７．

２．形態：体は楕円形でかなり側扁する。体形は老年魚においては延長形となる。眼隔域は

やや膨出し，眼前部から吻端にかけての頭部外郭はやや直線的で急傾斜している。吻はやや円

鈍。眼はかなり小さく，眼の前縁近くから両鼻孔の下部に小さな溝が走っている。両鼻孔は小さ

くて接近している。前鼻孔は小さくて皮弁でおおわれていない。後鼻孔は小さく，円く開孔す

る。前岨蓋骨縁辺はやや平滑で，前llUKI蓋骨隅角上方に欠刻は見られない。側線より上方の鱗も下

方の鱗も水平列に並ぶ。背鰭前方の鱗は眼隔域まで延びていない。鱗はごく弱い櫛鱗でほとんど
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円鱗状に退化している。背鰭軟条部および磐鰭軟条部に鱗をこうむらない。口はやや大きく，斜

位で，上顎後端は眼の前縁下に達する。上顎歯の外側の１列はやや肥大し，前方の２－３対の歯

は特に大きい。内側には絨毛状歯帯が延びている。下顎の外列歯もやや肥大し，前方の２対の歯

は特に大きい。内側にある絨毛状歯帯は前方のみに限られる。鋤骨および口蓋骨には歯はあるが

退化して痕跡的となり，年令とともに消失する傾向がある。したがって標本によっては鋤骨歯あ

るいは口蓋骨歯が認め難い場合がある。背鰭の第４あるいは第５軟条および智鰭の第３軟条は若

年魚では長く糸状に延長している。これは年令とともに短くなる傾向がある。胸鰭は普通に延び
ており，尾鰭後縁は浅くくぼんでいる。

３．色：生鮮時には若年魚では黄褐色の地色に約８－１０本の青色の縦帯が頭部から尾鰭基部

にかけて走っている。背鰭刺i状部は暗緑褐色で軟条部は淡紅色，胸鰭は淡黄色，腹鰭は淡赤褐

色，讐鰭は暗黄緑色で先端は白くなっている。なお老年魚では全く外観を異にし，頭頂部および

体の背部は赤紫色でその他の部分は淡紅色をなし，頭部および体側には所々に暗紫色の斑点が散

在している。また体側には淡暗紅色の不明瞭な横帯があり，さらに若年魚に見られる青色縦帯に
代り淡黄褐色の縦帯がおぼろげに認められる。

４．分布：琉球。台湾。CelebesoQueensland．
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Fig.５０．ＧJα､γ〃"がα"zls〃c"ｚａﾉ0ｶﾉIIo7zus（Bleeker)，２２０ｍｍ・ｉｎ
ｓｔａｎｄａｒｄｌｅｎｇｔｈ．

付記

Fowlerd931）は本種の口蓋骨に歯がないことを重要視してG1abrilutjanusなる新亜属を

設けたが，多数の標本を検すると鋤骨および口蓋骨には歯を有するもの，あるいは退化して消失

したものなどがあり，これは重要な特徴とはいい難い。しかしながら，本種は背鰭軟条部および

臂鰭に鱗をこうむらず，額骨の形状が特異で，模耳骨と顎骨腹而との間に大きな孔を形成する，

など多くの主要形質をそなえている。ことに模耳骨と額骨腹面との間に大きな孔を形成すること
はフエダイ科では本種以外には見られない特徴であり，この特徴はイトヨリダイ科のイトヨリダ

イ属，タマガシラ属およびキツネウオ属の魚で見られ，両科の近縁を示唆している。本種は従来
琉球から知られていなかった。

タカサゴ属

ＧｅｎｕｓＣｃｚｃｓｉｏＬａｃｅｐｅｄｅ
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Czzesj0Lac'epede，Hist．Ｎat･Poiss.，ＶＯＬ３，１８０２，ｐ，８５．

０‘o"ｵo〃cc〃ｓＣｕｎｔｈｅｒ，Cat・Ｆｉｓｈ、Brlt．Ｍｕｓ.，vol、１，１８５９，ｐ、265．

Ｐ/eγocacsjoB1eeker，ＶｅｒｓＬＭｅｄｅｄ，wet、Amsterdam，ser、２，vol。９，１８７６，ｐ、１５３．

外部形態：体はやや細長く紡錘形で，体はやや高いものもあり，またかなり低いものもあ

る。鱗は小さくて弱い櫛鱗で，かなり剥離しやすい。側線は完全で背部外郭に並行する。頭はや

や尖り眼隔域に鱗はない。上せつじゆ部の鱗帯が正中線で左右に分離するものと，左右連続する

種類とがある。眼隔域は膨出し，眼はやや小さい。吻は短く，口は小さくて斜位で，両顎は同長

かあるいは下顎が幾分長い。主上顎骨は前部のみが眼前骨でおおわれる。前上顎骨の後上顎骨突

起は細長く隆起し，この突起が１本のものと２叉するものとがある。□はよく仲出さすことがで

きる。両顎の歯は小さな円錐歯で，上顎歯は単に１列のみからなるものと，数列に並ぶものとが

ある。下顎歯は一般に前方では数列に並び，側・後方では１列に並ぶ。鋤骨および口蓋骨に歯を

持つもの，鋤骨には歯があるが口蓋骨には歯のないもの，あるいは鋤骨および口蓋骨に歯を持た

ないもの，など様々である。前１M蓋骨縁辺はやや平滑で，鋸歯状ではない。背鰭および臂鰭は鱗

でおおわれる。姻杷は細長$くてその数もかなり多い。脊椎骨数は24個。肥条骨数は７本。背鰭は

１基で10-11疎14-22軟条。胸鰭は20-24軟条。腹鰭は１疎５軟条。臂鰭は３鰊11-13軟条。幽

門垂数は４－８本。

内部形態：顎骨上面には平坦部は全くなく，額骨の正中線上に額骨隆起がよく発達し，上後

頭骨隆起に接続している。ろ頂骨一額骨隆起は接続していて，この隆起は額骨の前端まで延びて

いる。飾骨の上後部に相当する部分は中央部がくぼんで特異な形態をしている。筋骨一鋤骨隆起

は切り立ったように高く隆起している。囲耳骨域はほとんど膨らまない。額骨の上面に感覚管の

開口は見られない。副模骨の前方下面はとくに幅狭く，左右の翼模骨の下縁は左右に広く分離し

ている。鎖骨上方の鰊状突起の後縁はほとんど直角に近い角度で湾入している。動眼筋室の後部

開□は大きい。

付記

Fowlerd931）はクマササハナムロをタカサゴ属から分離してPterocaesiotileとしてお

り，Schultzd953）はタカサゴ属の魚類中で前上1顎骨の後上顎骨突起が２叉している種類はす

べてPterocaesio属に属せしめていろ。筆者はこれらの内部形質を詳細に比較検討した結果は

SchultzのいうPterocaesio属とCaesio属の間では，（１）後上顎骨突起が前者では２叉して

いるのに対し後者では単一であること，(2)前後両鼻孔間の距離が前者では後鼻孔と眼窩縁の間

の距離より大きいのに対し後者ではむしろ小さい，などの２点で相違する以外は大いに似通って

いて著しい差異は認められない。この程度の差異は亜属の特徴としては有意と考えられるが属の

特徴としては弱過ぎるように思われる。

種の検索

a’クマササハナムロ亜属PterocaesioBleeker：前上顎骨の後上顎骨突起は２叉する。

ｂ’尾鰭両葉に黒色の１縦帯がある。ＤｏＸ１－ＸＩ，18-22；Ａｏｍ，１３－１４；Ｅ２１－２５

……………….……………･…….….…….……………･…、クマササハナムロＣｏｔｉｌｅ

ｂ２尾鰭両葉の先端は黒い。

ｃ1両顎歯は１列。体側中部に黄金色の１縦帯があるが，背面にはない………………………

…･………･……･………….……………･…･…………イツセンタカサゴＣ・ｐｉｓａｎｇ
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ｃ２上顎歯は１列，下顎歯は前方では２－３列。体側中部のほかに背面にも黄金色の１縦帯

が走る。下方の縦帯は前方では側線から鱗１枚へだてた下方を走る｡………………………・・

…………………･……….….……..………………………．タカサゴＣ・ｃｈｒｙｓｏｚｏｎｕｓ

ｃ３両顎歯は１列。体側に黄金色の２縦帯が走る。下方の縦帯は前方では側線の下縁に接し

て走る…………………………………………………………ニセタカサゴＣ・diagramma

a2タカサゴ亜属caesioLac,ep，ede：前上顎骨の後上顎骨突起は単一。

。’尾鰭両葉に黒斑はない。

ｅ１上せつじゅ部の鱗帯は中部において左右に分れていない。尾鰭は一様に黄色。背鰭上部

の鰭膜には鱗をこうむらない。体長は体高のおよそ2.4-2.8倍………･……･…･……………

．….…….………………………….….………….……ユメウメイロCoerythrogaster

e2上せつじゅ部の鱗帯は中部において左右に分離する。尾鰭縁辺部は淡紅色。背鰭膜の全

面に鱗をこうむる。体長は体高のおよそ３倍…………ウメイロモドキＣ・xanthonotus

d2尾鰭両葉に黒斑がある。

ｆ’尾鰭両葉にそれぞれ暗色の１縦帯がある……………………ササムロｃ、caerulaureus

f2尾鰭両葉の先端部に黒斑がある…………………………………ハナタカサゴColunaris

クマササハナムロ

ＣａｅｓｊｏｔｊＪｃＣｕｖｉｅｒａｎｄＶａｌｅｎｃiennes

QzesjoオルCuvierandValenciennes，Hist．Ｎat・Poiss.，vol、６，１８３０，ｐ、４２８．－Fowler，

Ｂｕｌｌ，BishopMus.，Ｎｏ．２２，１９２５，ｐ、９；Ｍｅｍ・BishopMus.，vol、１０，１９２８，Ｐ、204.-

ＷｅｂｅｒａｎｄｄｅＢｅａｕｆｏｒｔ，Fish、Indo-AustralianArchip.，ＶＯＬ７，１９３６，ｐ、296.-

Matsubara，FisnMorphol、Hier．ｐt、１，１９５５，ｐ、670．

PfeγｏｃａＢｓｊ０オノルFowler，Ｂｕｌｌ．Ｕ､Ｓ・Nat．Ｍus.，vol,１１，１９３１，ｐ、202.-Schultz，Ｂｕｌｌ．Ｕ､Ｓ、

Nat．Ｍｕｓ.，ＶＯＬ１，１９５３，ｐ、５４３．

供試標本

３個体，

１個体，

２個体，

標準体長114-120ｍｍ，お;垣島，1959年10月。

標準体長172ｍｍ，那覇魚市場，1961年５月。

標準体長180-210ｍｍ，石垣島，1963年３月。

-Ｊ⑨hiざ鼈r鑑轤i蕊欝難`鴬為鷲靜息笂屯斡蠅………………｡YJ-鼠ｆｊ軒鍜`か;(i/ＬＬ：_愈入…j､…

Ｆｉｇ．５１．Ｃａｃｓｊ０ｆ此CuvieretValenciennes，１７２ｍｍ、１ｎ

ｓｔａｎｄａｒｄｌｅｎｇｔｈ．
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記載

１．計測。計数的形質：体高22.8-24.8,体幅16.7,頭長23.3-24.4,両眼間隔7.6-8.1,

上顎長8.1-8.7,眼径7.0-7.2,吻長5.2-6.4,眼下[|'肩1.4--1.7,尾柄高7.5-7.8,胸鰭長

23.8-25.0,腹鰭長14.8-16小最長背鰭練〔第３刺Ｄ14.8-15.0ゴ最長背鰭軟条（第１軟条）

6.2-7.2，最長瞥鰭鰊（第２練）9.0-10.6，最長瞥鰭軟条〔第１軟条）８．１－９．４，腹鰭練長

10.5-12.2，最長腹鰭軟条（第１軟条）14.3-15.5.側線上の有孔鱗数73-76,側線上方鱗数

７，側線下方鱗数15-16．鰭条数：DoXI19-22；Ａ、Ｈ12-13；ＶｏＩ５；Ｐ｡23-24.幽門垂

数５本。鯛杷数９－１０＋２６．

２．形態：体は細長い紡錘形で，眼隔域は幾分膨出している。□はやや小さく，斜位で，上

顎後端は眼の前縁下に達する。上顎の歯は２列からなり，外側歯はやや大きい。下顎歯は前方の

縫合部附近のみ2-3列からなり，他では１列である。鋤骨，口蓋骨および舌上に歯はない。前後

両鼻孔間の距離は，眼窩と後鼻孔間の距離よりやや長い。前上顎骨の後上顎骨突起は２叉してい
る。

３．色：生鮮時は背部は青黒褐色で，側線より下方では次第に淡色となり，腹部は銀白色で

ある。背鰭，胸鰭，腹鰭および瞥鰭はいずれも淡黄色で背鰭縁辺部は暗色を呈する。また尾鰭も

淡黄色で上下両葉の中央部に黒色の１縦帯が走っている。

４．分布：小笠原島。琉球。台湾。PhilippinesoEastlndiesoMadagascar。

MauritiusoMelanesiaoMicronesiaoPolynesiaなど。

本種は従来琉球から矢｢'られていなかった。

イッセンタカサゴ

ＣｚｚｅｓｉｏＰｊｓα〃gBleeker

QzcsioPjsa"gB1eeker，Nat・Tijds・Nederland，Ｉｎｄｉｉ，vol、４，１８５３，ｐ、１１３．－Gunther，

Cat、Fish・Ｂｒit．Ｍｕｓ.，vol、１，１８５９，ｐ・３９１．－B1eeker，Ａｔｌａｓｌｃｈｔｈｌｎｄ・Neerland.，

vol、8,1876-1877,ｐ、３８，ｐ１．３３４，ｆi９．２．－Fowler，ＢｕｌＬＵ．Ｓ・Nat．Ｍus.，vol、１１，１９３１．

ｐ・２０９．－ＷｅｂｅｒａｎｄｄｅＢｅａufort，Fishlndo-AustralianArchip・ＶＯＬ７，１９３６，ｐ，

３０２．－Matsubara，Ｆｉｓｈ，Morphol、Hier・ｐｔ，１，１９５５，ｐ，671．

Ｐﾒcloc(zcs1ioPjsα"gSchultz，ＢｕｌＬＵ．Ｓ・Nat、Ｍｕｓｏ，ＶＯＬ１，１９５３，ｐ、５２５．

供試標本

６個体，標準体長136-1Ｗｍｍ，石垣島，1963年３月。

記載

１．計測。計数的形質：体高21.1-24.5,頭長27.9-28.8,両眼間隔8.3-8.9,上顎長38-

9.4,眼径8.2-8.6,吻長6.8-7.2,眼下''１畠1.3-1.5,尾柄高6.8-7.2,胸鰭長22.4-25.2,腹

鰭長15.4-16.5，最長背鰭刺i（第３刺、15.0-15.9，最長背鰭軟条（第１軟条）7.6-8.2，最長

替鰭林（第２純）8.3-9.6，最長臂軟条（第１軟条）7.7-8.9,腹鰭練長10.9-11.7，最長腹鰭

軟条（第１軟条）14.1-15.2.側線上の有孔鱗数67-68,側線上方鱗数７－８，側線下方鱗数１３

－１４，頬鱗数４.鰭条数：ＤｏＸ１５－１６；Ａｏｌｌ２；ＶｏＩ５；Ｐ。２０.幽門垂数５－６本。鯛祀
数10＋２４．

２．形態：体は延長した紡錘形でわずかに側扁する。眼隔域は幾分膨出する。口は小さく，

斜位で，上顎後端は眼の前縁下に達する。両顎の歯は１列で微小。鋤骨および口蓋骨に歯がな
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い。前上顎骨の後上顎骨突起は２叉する。前後の鼻孔はやや離れていて，その間の距離は後鼻孔

と眼縁との間の距離より長い。尾柄は細く尾鰭は深く２叉する。》
灘
．
・
難

鞭蝿

FiR､５２．Qzcsjopjsα'zgB1eeker，１４５ｍｍ、１nstandardlength．

３．色：生鮮時には背部は青紫色で，腹部は赤味がかった銀白色で，体側中央部を側線に沿

うて黄金色の１縦帯が尾鰭基部まで走っている。この縦帯は次第に槌色して，ついには認め難く

なる。尾鰭両葉の先端に黒斑がある。背鰭，胸鰭，腹鰭および瞥鰭はいずれも淡黄色で尾鰭は淡

灰色を呈する。フォルマリン固定標本では背部は暗灰色で腹部は銀白色となる。

４．分布：南日本・琉球。台湾・Philippines・EastlndiesoMicronesiaなど。

本種は従来琉球から知られていなかった。

タカサゴ

Ｃａｃｓｉｏｃｈ７ｙｓｏｇｏ〃ｚＺｓＣｕｖｉｅｒａｎｄＶａｌｅｎｃｉｅｎｎｅｓ

Ｃａｅｓ/ｏｃｈγysozo"ｚｚＣｕｖｉｅｒａｎｄＶａｌｅｎｃｉｅｎｎｅｓ，Hist．Ｎat・polss.，vol、６，１８３１，ｐ、４４０．－

Ｇｕｎｔｈｅｒ，Cat・Fish．Ｍｕｓ.，vol、１，１８５９，ｐ、３９２．－Bleeker，Ａｔｌａｓｌｃｈｔｈ、Ｉｎｄ、

Neerland.，ｖｏｌ7,1873-1876,ｐ１．３０７，１i９．２；vol、8,1876-1877,ｐ，３９．－Ｗｅｂｅｒａｎｄｄｅ

Ｂｅａｕｆｏｒt，Fish・Indo-AustralianArchp.，ｖｏｌ，７，１９３６，ｐ、３０３．－Ｔｏｍｉｙａｍａａｎｄ

Ａｂｅ,EncyclopaediaZoologica，ｐｔ、２，１９５８，ｐ、１７２，ｆi9.510．

Qzesiochγjﾉso20"〃sFowler，ＢｕｌＬＵ．Ｓ・Nat．Ｍｕｓ.，ＶＯＬ１１，１９３１，ｐ、２１２．－Matsubara，

ＦｉｓｈＭｏｒｐｈｌ・Hier.，ｐｔ、１，１９５５，ｐ、671．

Qzcsiocﾉbγysozo〃αvar．αzLγ0Ji"caf"ｓＤａｙ，Ｆｉｓｈｅｓｏｆｌｎｄｉａ，ｐｔ、１，１８７５，ｐ、９５，ｐ１．２４，ｆi９．５．

供試標本

３個体，標準体長183-184'1ｍ-，宮古島，1957年10月。

１個体，標準体踵184ｍｍ，宮古島，1963年４月。

３個体，標準体長151-157ｍｍ，石垣島，1963年３月。

記載

１．計測。計数的形質：体高23.2-25.0,体幅16.7,頭長25.5-26.1,両眼間隔7.6-8.2,上

顎長8.2-8.9,眼径7.0-7.9,吻長5.7-6.0,眼下幅１．２－北６，尾柄高6.5-7.3,胸鰭長24.8

-25.8,腹鰭長8.9-9.9，最長背鰭jlDIi（第３刺０１３．３，最長背鰭軟条〔第１軟条）9.4，最長臂
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鰭iD1i〔第２鰊）8.9，最長樗鰭軟条（第１軟条）８．９，腹鰭疎長10.6，最長腹鰭軟条（第１軟条）

15.0.側線上の有孔鱗数70-75,側線上方鱗数９－１０，側線下方鱗数16-18,頬鱗数５.鰭条数

：Ｄ・Ｘ１５－１６；Ａ・Ｈ１2；ＶｏＩ５；Ｐ、20-21．幽門垂数６－８本。畑杷数8-10-卜25。》
Fig.５３．Qzesiocﾊﾌﾞｯsozo""sCuvieretValenciennes，１５１ｍｍ・

ｉｎｓｔａｎｄａｒｄｌｅｎｇｔｈ．

２．形態：体は細長い紡錘形で，わずかに側扁している。眼隔域は幾分膨出する。□はやや

小さく，口裂は斜めで，上1髄後端は眼の前縁下より幾分後方まで延びる。両顎歯はともに小さ

く，上顎の歯は１列で下顎歯は後方では１列となっているが前方の縫合部附近では２－３列とな

っている。鋤骨および口蓋骨には絨毛状歯を有するものがある。前上顎骨の後上顎骨突起は２叉

している。前後両鼻孔はややへだたっており，その間の距離は，眼窩縁と後鼻孔の間の距離より

幾分長い。尾柄は細く，尾鰭は深く２叉する。

３．色：生鮮時は背部は暗紫紅色で，腹部は紅褐色をまじえた銀白色を呈する。体側には２

条の黄金色の縦帯があり，上方の縦帯は頚部から背鰭後端部に達し，下方の縦帯は眼の上後縁か

ら側線の下部をおよそ鱗１枚をへだてて走り，側線の中央部で側線とまじわり，側線の上方を走

り尾鰭上葉に達する。古いフォルマリン漬標本では黄金色は槌色し，２条の淡暗色の縦帯が認め

られる。尾鰭両葉の先端部には黒斑がある。

４．分布：高知。八丈島。小笠原島。琉球。台湾。PhilippinesoEastlndiesoSingapore
oMuscat．

＿セタカサゴ

Ｃａｃｓｊｏｄ'αｇγａ７ｗｌｚａ（B1eeker）

Ｑｚｃｓｊ０‘ｊｇγ(z"z柳aB1eeker，Nederland・Tijds・Dierk.，vol、２，１８６５，ｐ、180；Atlaslchth・

Ｉｎｄ・Ｎｅｅｒｌａｎｄ.，ＶＯＬ8,1876-1877,ｐ，４０，ｐ１．３３４，ｆi９．１．－Fowler，ＢｕｌＬＵ．Ｓ・Nat．

Ｍｕｓ.，vol、１１，１９３１，ｐ、219．

Ｑｚｅｓｊｏａｊａｇ７α''2沈ａＷｅｂｅｒａｎｄｄｅＢｅａｕｆｏｒｔ，Ｆｉｓｈ・Indo-AustralianArchip・vol、７，１９３６，

ｐ、３０５．－Schultz，ＢｕｌＬＵ．Ｓ・Nat.，vol、１，１９５４，ｐ、525.-Matsubara，Fish、Morphol、
Hier・ｐｔ、１，１９５５，ｐ、６７１．

供試標本，

４個体，標準体長182-186ｍｍ，石垣島，1963年３月。
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２個体，標準体長150-165ｍｍ，宮古島，1963年４月。

記載

１．計測。計数的形質：体高25.9-26.8,体lIIEi19.6,頭長25.8-26.8,両眼間隔8.1-9.1,

上顎長8.6-9.3,眼径7.5-8.7,吻長5.4-6.0,眼下'|肩1.6-2.1,尾柄高7.0-8.2,胸鰭長

26.3-26.8,腹鰭長14.6-15.8，最長背鰭刺i（第３練）14.8-15.6，最長背鰭軟条（第１軟条）

7.0-7小最長智鰭練〔第２櫛）9.1-9.3，最長響鰭軟条（第１軟条）8.6-8.8．腹鰭鰊長10.2

-10.9，最長腹鰭軟条（第１軟条）14.5-15.3.側線上の有孔鱗数73-77,側線上方鱗数８－１０，

側線下方鱗数15-16,頬鱗数５.鰭条数：ＤｏＸ１４－１５；ＡｏＭ２；Ｖ、１５；Ｐｏ２２－２３ｏ幽門

垂数６本。畑杷数９＋２５．

２．形態：体はやや延長した紡錘形状で，わずかに側扁する。眼隔域はやや膨出する。口裂

は斜位で，上顎後端は眼の前縁より幾分後方まで達する。歯は細小で，上。下顎歯ともに１列に

並ぶ。上顎は前部にのみ歯を有し，下顎では反対で前方には歯はなく，側後方に１列の歯が並ぶ。

前上顎骨の後上顎骨突起は２叉していろ。鋤骨および口蓋骨に歯がない。尾鰭は深く２叉する。

藤鐵鶴辮i;Yi撰耀鐸蕊霞Ｉ鍵蕊織;i轆轤鞠,灘|灘瀧騨鑑鰯鰯i蕊繍篭騨總瀞蝿騨 晶藤.學

蕊

鷲

鱸
灘
鑪

鰯

Ｆｉｇ．５４．Ｃａｃｓｉｏ（"αgγαｿ"脚aBleeker，１５０ｍｍ・instandardlength．

３・色：生鮮時には背部は暗紫紅色で，腹部は淡紅褐色をおびた銀白色である。体側には２

条の黄金色あるいは黄褐色の縦帯があり，上方の縦帯は頚の部分から背鰭後端部に達し，下方の

縦帯は頭部から側線の下縁に沿うて走り側線の中央部において側線と交わり，側線の上方を走り

後端は尾鰭上葉基部に終わっている。この２縦帯の黄金色は保存液中では次第に槌色し，上下両

縁が薄黒く縁取られた２条の白っぽい縦帯として認められる。尾鰭両葉の先端部に黒斑がある。

体色。体形ともに本種はタカサゴに酷似しているので，それと混同されやすい。

４．分布：高知・琉球。PhilippinesoEastIndieso

本種は従来琉球から知られていなかった。

付記

本種はタカサゴと酷似し混同されやすいが，体側の下方の縦帯はタカサゴでは前方においては

側線とほぼ鱗１枚をへだてて下方を走っているのに対し本種では側線の下縁に接して走っている

ことおよび下顎骨の歯はタカサゴでは前方縫合部附近に２－３列の小歯があるのに対し，本種で

は前方では全く歯を欠除している，などの諸点で区別される。

ユメウメイロ

ＣａｃｓｊｏｃγｙｵﾉＺ７ＵｇａｓＺｃγＣｕｖｉｅｒａｎｄＶａｌｅｎｃｉｅｎｎｅｓ
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CaesjoBγjWhγogasjcγCuvierandValenciennes・Hist．Ｎat・Poiss.，vol、６，１８３０，ｐ、４４２，

ｐ１．１６６．－B1eeker，Ａｔｌａｓｌｃｈｔｈ・Ｉｎｄ、Neerlando，ＶＯＬ7,1873-1876,ｐ１．３１２，ｆi９．３；

vol、8,1876-1877,ｐ、３６．－ＷｅｂｅｒａｎｄｄｅＢｅａｕｆｏｒｔ，Fish・Indo-AustralianArchip.，

vol、７，１９３６，ｐ、298.-Matsubara，Fish，MorphoLhier、ｐｔ、１，１９５５，ｐ，670．

Cacsioc〃〃ｉ〃ｇＤａｙ，Ｆｉｓｈｅｓｏｆｌｎｄｉａ，ｐｔ、１，１８７５，ｐ、９５．－Ｆｏｗｌｅｒ，Ｍｅｍ･ＢｉｓｈｏｐＭｕｓ.，vol

１０，１９２８．ｐ、203；Proc・Acad・ＮａＬＳｃｉ・Philadelphia、1929,ｐ、638；Ｂｕｌｌ．Ｕ、Ｓ・Nat．

Ｍｕｓ.，ＶＯＬ１１，１９３１，ｐ、２２０．－Schultz，ＢｕｌＬＵ．Ｓ・Nat．Ｍｕｓ.，vol、１，１９５４，ｐ､524．

QJesjoノ""αγｊｓＦｏｗｌｅｒ，Proc・Acad．Ｎat・Sci・Philadelphia，1927,ｐ、２７８．

供試標本

２個体，標準体長140-142ｍｍ，宮古島，1957年10月。

２個体，標準体長228-255ｍｍ，石垣島，1963年３月。
記載

１．計測。計数的形質：体高35.2-41.7,体幅20.0,頭長27.6-29.0,両眼間隔９．１－

１０．６．上顎長8.8-9.8,眼径6.1-7.8,吻長6.3-7.1,眼下幅2.0-2.2,尾柄高９．８－１０．５，胸

鰭長31.7-34.2,腹鰭長17.5-19.7，最長背鰭鰊（第４刺、14.1-15.7，最長背鰭軟条（第１
軟条）8.6-10.7，最長啓鰭枕（第２林）8.2-11.4，最長響鰭軟条（第１軟条）８．２－１０．７，腹

鰭練長12.5-12.8，最長腹鰭軟条（第１軟条）16.5-19.2.側線上の有孔鱗数48-51,側線上方
鱗数８－９，側線下方鱗数14-15,頬鱗数４。鰭条数：ＤｏＸ１５；Ａ、１１１；ＶｏＩ５；Ｐ、１８.
幽門垂数５本。肥杷数11-13＋24-27.

2．形態：体はやや長い楕円形でかなり側肩している。眼隔域は膨出する。口裂は著しく斜

位で，上顎後端は眼の前縁下に達する。上せつじゅ部の鱗帯は中部において左右に分離しない。

上顎歯は数列に並び，外側の１列の歯は幾分大きい。下顎歯は前方では数列となっているが，側

後方ではやや大きな歯が１列に並んでいる。上下顎ともに縫合部近くに各１対の特に大きな歯が

ある。鋤骨および口蓋骨に歯がある。背鰭は中央から基部にわたって鱗をこうむり，縁辺部は鱗

をこうむらない。前後の両鼻孔は著しく接近し，両鼻孔の距離は後鼻孔と眼縁との間の距離の約
３分の１.前上顎骨の後上顎骨突起は単一。尾柄は細く，尾鰭は深く２叉する。

｣illiHiHliliiiihDililij1繍』

Ｆｉｇ．５５．CzzeszocγjWtγ0ｇａｓｵcγＣｕｖｉｅｒｅｔＶａｌｅｎｃｌｅｎｎｅ，２５５ｍｍ、

ｉｎｓｔａｎｄａｒｄｌｅｎｇｔｈ．

3・色：生鮮時は体の背部および尾鰭は黄緑色で，頭部および体側部はやや黄味がかった青
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紫色，腹部は淡紅色をおびた銀白色を呈する。背鰭は暗黄緑色で縁辺部は黒い。胸鰭は淡紅褐

色，腹鰭および瞥鰭は淡紅色を呈する。

４．分布：琉球。台湾。PhilippinesoSingaporeoEastoIndiesoIndia・Queenslando

Polynesia．

ウメイロモドキ

Ｃａｃｓｚｏ妬ａ７ｚｆ〃０，zoifzlsB1eeker

Cacsj0jwz"ﾒｶ0"0if"sBleeker，Nat，Tijds・nederland・Indii，vol、４．１８５３，ｐ、466.-Gunther，

Cat、Ｆｉｓｈ、Ｂｒit．Ｍｕｓ.，vol、１，１８５９，口３９１，－Bleeker，Atlaslchthy・Ind，Neerland.，

ｖ01.7,1873-1876,ｐ１．３０２，ｆi９．１．－Fowler，Ｍｅｍ、BishopMus.，ＶＯＬ10,1928,ｐ、203；

Ｂｕｌｌ．Ｕ、Ｓ、Nat．Ｍｕｓ.，vol、１１，１９３１，ｐ、２０７．－ＷｅｂｅｒａｎｄｄｅＢｅａｕｆｏｒｔ，Fish，Indo-

AustralianArchip、ＶＯＬ７，１９３６，ｐ３０１．－Matsubara，Fish、MorphologyandHier、

ｐｔ、１．１９５５，ｐ’６７１．－ＴｏｍｉｙａｍａＥｍｄＡｂｅ，EncyclopaediaZoologica，ｐｔ、２，１９５８，ｐ、

１７３，ｆi９．５１１．

供試標本

５個体，標準体長111-126ｍｍ，宮古島，1957年10月。

３個体，標準体長182-188ｍｍ，石垣島，1963年３月。

鏡蕊:鱗

樗鐇鐇欝騨蕊鱗蕊蕊霧辮騨感…

Ｆｉｇ．５６．Ｃａcsi０兆α"#"0"otzzsBleeker，１８０ｍｍ・ｉｎｓｔａｎｄａｒｄｌｅｎｇｔｈ．

記載

１．計測。計数的形質：体高32.9-33.0,体ll1fj17.0,頭長27.5-28.7,両眼間隔9.6-9.9,

上顎長9.0-9.3,眼径7.7-8.0,吻長5.5-5.8,眼下'|'畠1.6,.尾柄高8.0-8.2,胸鰭長31.9-

32.9,腹鰭長17.6-18.t最長背鰭純〔第２刺、15.4-15.9，最長背鰭軟条（第１軟条）9.3-

9.6，最長瞥鰭jMi（第２疎）8.8-9.6，最長瞥鰭軟条（第１軟条）７．４－７．７，腹鰭練長10.0-

10.6，最長腹鰭軟条〔第１軟条）16.5-17.0．側線上の有孔鱗数55-58,側線上方鱗数８，側線

下方鱗数17-18.頬鱗数４．ＭM｢IIJ垂数５－６本。畑祀数１０＋25.

2．形態２体は紡錘形でやや側扁する。眼隔域は膨出している。上せつじゅ部の鱗帯は中央

で幅広く左右に分離している。口裂は著しく斜位で，上顎後端は眼の前縁下より幾分後方まで延

びる。上顎歯は２列に並び，外列歯はやや大きなＩ｡]錐歯で，内側の歯は小さい。下顎歯は前方の
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縫合部附近では数列となり，側後方では１列となっている。両顎ともに縫合部近くに１対の特に

大きな歯がある。鋤骨には歯があるが口蓋骨には歯がない。背鰭膜の全面に鱗をこうむる。前鼻

孔と後鼻孔は大いに近接し，両鼻孔間の距離は後鼻孔と眼縁との距離よりはるかに短い。前上'顎

骨の後上顎骨突起は単一。尾柄は細く，尾鰭は深く２叉する。

３．色：生鮮時には背鰭起部から後方の体の背面と尾鰭にかけての部分は黄緑色を呈する。

頭頂部および前休部は青紫色で，体の側部は淡青色を呈し，腹部は銀白色となる。背鰭は暗黄緑

色。胸鰭，腹鰭および臂鰭は淡紅色。尾鰭はⅡ音黄緑色で縁辺部は紅褐色を呈する。

４．分布：八丈島。小笠原島。琉球。Philippines・EastIndiesoMelanesiaoRedＳｅａ

など。

付記

本種は体が高く，背部は黄緑色を呈するなど，多くの点でユメウメイロとよく似ている。しか

しながら本種は後者と生鮮時は体色によって容易に区別されるが，槌色した標本においては混同

しやすい。両者の主なる相違点としては，（１）上せつじゅ部の鱗帯が本種では正中線で左右に分

離しているのに対しユメウメイロでは鱗帯が左右連続していること，（２）本種では背鰭膜全面に

鱗をこうむるのに対し，ユメウメイロでは背鰭膜のおよそ下半部にのみ鱗をこうむる，などがあ
げられる。

ササムロ

Ｃａｃｓｚｏｃａｃ７ｗＪａｚ`γｃｚｚｓＬａｃｅｐｅｄｅ

Ｃａｅｓｊｏｃａｅγ〃/α"γe〃sLacepede，Hist．Ｎat・Poiss.，vol、３，１８０２，ｐｐ、８５，８６．－Ｇｕｎｔｈｅｒ，Cato

Eish、Ｂｒit．Ｍｕｓ.，vol、１，１８５９，ｐ、392.-Eowler，Journ・AcadNat・Sci・Philadelphia，

ser，２，Ｖo１．１２，１９０４，ｐ、529；Ｂｕｌｌ．Ｕ，Ｓ、Nat．Ｍｕｓ.，vol、１１，１９３１，ｐ、２１３．－Ｗｅｂｅｒａｎｄ

ｄｅＢｅａｕｆｏrt，Fish･Indo-AustralianArchip・vol、７，１９３６，ｐ、306,-Schultz，ＢｕｌＬＵ．

Ｓ、Nat．Ｍus.，ＶＯＬ１，１９５４，ｐ、524.-Matsubara，Fish，MorphoLHier、ｐｔ、1,1955,ｐ、
671．

Caesiococγ〃/a1ZrezcsBarnard，AnnalsSouthAfricanMus・vol、21,1925-1927,ｐ、６５０．－

B1eeker，Ａｔｌａｓｌｃｈｔｈ・Ｉｎｄ，Neerland.，vol、8,1876-187７，ｐ，３９，ｐ１．３４７，ｆi９．４．

供試標本

２個体，標準体長172-180ｍｍ，石垣島，1959年１月。

５個体，標準体長200-227ｍｍ，石垣島，1963年３月。

記載

’1．計測。計数的形質：体高28.3-30.5,体幅17.7,頭長26.1-27.9,両眼間隔8.7-9.3,

上顎長8.1-9.3,眼径6.7-7.5,吻長5.3-6.4,眼下''１扇1.3-1.8？尾柄高7.6-8.7,胸鰭長25.6

-29.0,腹鰭長14.5-16.4，最長背鰭iMi（第３刺、15.4-17.2，最長背鰭軟条（第１軟条）6.3

-7.1，最長樗鰭練〔第２刺08.2-8.8，最長響鰭軟条（第１軟条）6.6-7.2,腹鰭練長11.0-

12.4,.最長腹鰭軟条（第１軟条）14.9-15.9．側線上の有孔鱗数58-65,側線上方鱗数７－８，

側線下方鱗数15-16,頬鱗数５.鰭条数：ｎＸ１４；Ａ，Ｕ11-12；Ｖｏｌ５；Ｐ，２１.幽門垂数
４－５本。岨祀数９＋２６．

２．形態：体はやや細長く，よく側肩している。眼隔域は膨出する。口裂は斜めで，上顎後
端は眼の前縁下に達する。両'頒歯は小さくて，上顎歯は１列に並び，、下顎歯は側・後方は１列で
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kjfi蕊灘蕊灘溌騨鍵灘！
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前方の縫合部附近は２－３列に並んでいる。上せつじゅ部の鱗帯は中央で左右に広く分離してい

る。前上顎骨の後上顎骨突起は単一で分枝しない。鋤骨および口蓋骨には痕跡的な歯が認められ

る。尾柄は細く，尾鰭は深く２叉する。背鰭膜は全面鱗でおおわれる。前後の鼻孔は大いに接近

し，両者の距離は後鼻孔と眼縁との間の距離よりはるかに短い。

３・色：生鮮時には背部は青紫色で腹部は淡紅色をおびた銀白色を呈する。体側には側線の

上面を頭部から尾柄にかけて縦走する１本の幅広い黄金色帯がある。背鰭および胸鰭は暗色で，

背鰭縁辺は黒い。腹鰭および啓鰭は淡褐色。尾鰭両葉の中央部には''１冨広い黒色縦帯があり，尾鰭

の縁辺部は淡黄色を呈する。フォルマリン固定標本では体側中央の黄金色縦帯は，黒色縦帯とし
て認められる。

４．分布：鹿児島。琉球。台湾。PhilippineｓｏＥａｓｔｌｎｄｉｅｓｏＮａｔａｌｏＱｕeenslando

MicronesiaoMelanesiaoPolynesiaoRedSeaなど広く分布する。
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Studies on the Lutjanid fishes of the Ryukyu Islands

--Anatomy, Taxonomy and Distribution--

Shiro SHINOHARA

Summary

Schultz (1953) stated as follows: "when I had examined only a few genera of

fishes related to the snappers the recogni tion of the various families and

subfamilies as sometimes accepted in the literature seemed logical. But as the

number of genera increased, and the field broadened to various regions of the

Atlantic, Pacitic and Indian Oceans, the definitions of the families and subfamilies

overlapped so much that I concluded that the genera usually placed in the

Lutjanidae, Pomadasyidae, Haemulidae, Sparidae, Teraponidae, Lethrinidae,

Emmelichthyidae and others need a careful revision and new diagnoses".

The classification oi lutjanid fishes is still confused as quoted above. The writer

has therefore conducted this investigation to clarify the classification of the

Lutjanidae.

Materials and methods

The specific name. number and body length of the specimens examined are given

in Table 1.

Comparative anatomy

Thirty five species of lutjanid fishes in the Ryukyu Islands have been examined,

As the result, cranium, Jaw bones, suspensorium, opercular apparatus, shouldeer

girdle, pelvic girdle, orbital bones and the vertebral column are important

characters to diagnose the genera and to estimate the relationship between the

lutjanid fishes.

Definition of Lutjanid fishes

The writer has investigated minutely the external and internal characters of the

lutjanid fishes, and has come to a conclusion that it will be reasonable to include

all fishes having the characters mentioned below in the family Lutjanidae.

1. Vertebrae 10+24.
2. Branchiostegal rays 7.
3. Maxill a r y wit hout sup1ernen tal bone (su pr'amaxill a r y ).

4. Suborbi tal shelf present only on the second suborbi tal bone.

5. Ventral fin with I spine and 5 rays; anal with 3 spines.

6. Dorsal fin single.

7. Maxillary largely or scarcely slipping below preorbital bone.

8. Presence of opisthotic bone (if there is not in adult, it is present at least in

young).
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9. Teeth in jaws various, usually unequal and sharp, never incisorlike or molar.

On the basis of the above mentioned diagnosis and the osteological features, the

writer classified the lutj anid fishes in the Ryukyu Islands as follows:

Family LUTJANIDAE

Key to the genera of Lutjanidae

ale Etelinae. Dorsal and anal naked; maxillary slipping largely below preorbital;

pectoral tin rays 16 to 17.
b l• Interorbital flat above; small teeth on vomer and palatines.

cl. Dorsal fin continuous.

d 1. Pectoral long, falcate Pristipomoides.

d 2. Pectoral short, not falcate Aprion.

c 2
• Dorsal fin deeply notched, though two fins not completely separated well

contrasted············································· Etelis.

b 2
• Interorbital convex, not flattened: small teeth on vomer and palatines.

el. Last ray of dorsal and anal extended slightly· .. · ·· ·· ·.. Tropidinius.

e'. Last ray of dorsal and anal not extended·· .. ·.. ·.. ······· .. ·· .. ·· .. ·· ·· .. ···· .. ··Paracaesio.

b 3
• Interorbital flat above; vomer and palatinel toothless Aphareus.

a 2
• Lutjaninae. Soft dorsal and anal naked or more or less scaly; maxillary usually

slipping entirely below preorbital; interorbital convex; pectoral fin rays 15 to 17.
fl. Small teeh on vomer and palatines; soft dorsal and anal scaly; outer wall of

the otolith chamber expanded····· .. ········ .. ······ .. ····· · · · .. ······ Lutjanus.

f2. Small teeth on vomer and palatines; soft dorsal and anal scaly; gill rakers fine,

long and numerous (62 to 72); outer wall of the otolith chamber expanded· ..Macolor.

f3. No teeth on vomer and palatines, if present vestigial; soft dorsal and anal

naked; outer wall of the otolith chamber not expanded·· .. ·.... ········ .. ·· Glabrilutjanus.

a 3• Soft dorsal and anal scaly; anterior portion of maxillary slipping below
preorbi tal; pectoral fin rays 20 to 24 Caesio.

Genus Pristipomoides Bleeker

Key to the species

a l
• Pores in lateral line 50 to 52; no tooth on tongue· .. ······· .. ··· ·..P. argyrogrammicus

a2• Pores in lateral line 69 to 73.
b l

• Vomerine teeth in an elongate diamond-shahed patch; heart shaped patch of

teeth on tongue; body dark rose-red with violet iridescence····· .. ·.. ·....P. sieboldii.

b2• Vomerine teeth in a triangular patch; body dark purplish with small yellow

patches; dorsal, pectoral, ventral and caudal fins yellowish; no tooth on tongue
......................................................................................................... P. auricilla.

as. Pores in lateral line 58 to 65; no tooth on tongue.

c l Anterior canine teeth in jaws not so large; numerous small spots on head above,

upper margin of dorsal and hind margin of caudal scarlet; pyloric coeca 8 to 10
(mostly 8) P. filamentosus roseus.
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c 2
• Anterior canine teeth large; reticulated speckle on head above; dorsal and caudal

yellowish; pyloric coeca 5 to 6 (mostly 5) ·..P. flavipinnis.

1. Pristipomoides argyrogrammicus (Cuvier et Valenciennes)

2. Pristipomoides sieboldii (Bleeker)

3. Pristipomoides auricilla (Jordan Evermann & Tanaka)

4. Pristipomoides filamentosus roseus (Castelnau)

5. Pristipomoides flavipinnis Shinohara

Genus Aprion Cuvier et Valenciennes

1. Aprion virescens Cuvier et Valenciennes

Genus Etelis Cuvier et Valenciennes

Key to the species

ale Canine teeth in jaws strong; caudal fin moderately forked; gill rakers 3 to 4 +8
to 9 E. marshi.

a 2• Canine teeth In jaws fairly small except above pair of larger one; caudal deeply

forked, its upper lobe elongated; gill rakers 4 to 9 + 13 to 16········· E. carbunculus.

1. Etetis marshi (jenkins)

2. Etetis carbunculus Cuvier et Valenciennes

Genus Tropidinius Poey

Key to the species

ale Three oblique broad red and yellow bands alternately on body in fresh, but light

yellowish brown in formalin··· .. ······························ .. ··········· T. zonatus.

a~. Back yellow, below pinkish; scattered irregular fl uorescent bl ue scales on side,
these scales blackish in formalin samples T. amoenus.

1. Tropidinius zonatus (Cuvieret Valenciennes)

2. Tropidinius amoenus (Suyder)

Tropidinius amoenus (Snyder)

Platyinius amoenus Snyder, Proc. U.S. Nat. 'Mus., vol. 40,1911, p. 530.
Pristipomoides microdon Fowler, Bull. U. S. Nat. Mus., vol. 11,1931, p. 187. -Matsubara,

Fish Morph. and Hire. vol. 1, 1955, p. 664.
Pristipomoides amoenus Kamohara, Bottom-fishes of prove Tosa, Shikoku, 1938, p. 30.

- Tomiyama and Abe, Encyclopedia Zoologica Illustrated in colours, 1958, p.

179, fig. 530. - Smith Annals Mag. Nat. Hist. Sere 13, vol. 3, 1961, p. 753.

Fowler (1931). Matsubara (1955). Abe (1958), and Smith (1961) included this species

in the genus Pristipomoides. In the anatomical study of this species, the present

writer found that this species are closely related to the geuns Tropldinius.
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Genus Paraeaesio Bleeker

Key to the species

ale Pores in lateral line 70 to 72; dorsal spines feeble.

b l. Back and upper surfaces yellow, head and body sIdes lIght purplIsh blue············
...................................................................................................... P. xanthurus.

b:!. Body dark brown; dorsal, ventral, pectoral and anal fins redish brown; body

deep, caudal lobes elongated··························· P. sordidus.

a 2
• Pores in lateral line 48 to 50; dorsal spines strong.

cl• Body purplIsh .blue uniformly; maxIllary naked; pyloric coeca 7······P. caeruleus.

c~. Body dark yellowish green; body deep; maxillary scaly; pylorIc coeca 5 .
..................................................................... P. kusakarii.

1. Paracaesio xanthurus (Bleeker)

2. Paracaesio sordidus Abe and Skinohara

3. Paracaesio caeruleus (Katayama)

4. Paracaesio kusakarii Abe

Genus Aphareus Cuvier et Valeuciennes

Key to the species

ale Length of upper jaw nearly 50 % of the body depth; gill rakers about 6+ 16 .
...... A. furcatus.

a 2• Length of upper jaw nearly 60 % of the body depth; gIll rakers about 17 +33 .
... A. rutilans.

1. Aphareus jurcatus (Lacepede)

2. Aphareus rutilans Cuvier et Valenciennes

Genus Lutjanus Bloch

Key to the species

ale Scales above lateral line entirely in series parallel WI th 1ts course, below in

horizontal series; black lateral bloch below last dorsal spine on the lateral line
............................................................................................................ L. johnii.

a 2• Scales above lateral line in oblique rows, at least for some part posteriorly,

below horIzontal series.

b l• Predorsal scales not extending forward in orbi tal space.

cl. Front scales above lateral line parallel WI th its course, predorsal scales extend

opposi te hind eye edge; interorbi tal feebly concave; preopercle slight notch

below; several indistinct whi te lateral bands in young·· .. ··L. argentimaculatus.

c2• Scales above lateral line in oblique rows throughout, below in horizontal

rows.

d l• Five dusky longitudinal bands, crossed by dark transverse bands; rounded
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black blotch on caudal base··· L. deeussatus.

d 2
• Body wi thout dark longi tudinal and transverse bands.

e l. White or rosy blotch on back below spinous dorsal and another below soft

d~rsal; ventral, anal and caudal fin edges whitish··························· L. bohar.

e'. No black blotch on back each dorsal fin.

fl. No black lateral blotch nor golden longi tudinal streaks; dorsal, ventral

andanal yellowish; preopercle wi th deep gash····················· L. vaigiensis.

f2. Black lateral blotch below soft dorsal origin.

gl. Vomerine teeth in a posteriorly prolonged diamond-:-shaped patch; the

greater part of lateral blotch below than lateral line; villiform teeth

on tongue················································ L. fulviflamma.

g2. Vomerine teeth in a triangular patch; lateral blotch smaller; no tooth
on tongue··· ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... L. monostigma.

b 2
• Predorsal scales extending forward in in terorbi tal space.

hI. No gash above angle of the preopercle or scarcely present; interopercular

spine feeble or absent.

i l. Single black lateral band; no white blotches on back; no tooth on tongue ...
............................................................................................................... L. vitta.

P. Yellow lateral band present; dark brown band through eye from snout to

caudal base; villiform teeth on tongue·· .. ·.. ·· .. ········· .. ·········· .. ·.... ··· L. lineolatus.

h2. Preopercle wIth deep gash usually receIving strong bony knob on interopercle.

jl. No lateral black blotch.

k l. Body rosy wi th several golden longi tudInal bands ·.. ····· .. ·····L. rufolineatus.

k 2. Body yellow or golden; no dusky blotch on origin of pectoral.

P.5 or 6 blue horIzontal bands ··· .. ········· .. ········· .. ·.. ····· .. ·.. ···· .. ··· .. ······L. spilurus.

P. 4 bl ue horizon tal bands, usuall y complete L. kasmira.

p. Round black blotch size of eye below front of soft dorsal and above lateral

line; small black spot at pectoral origin····· .. ··.· ···.··.·· .. · L. luzonius.

a 3• Scales above and below lateral line in oblique rows crossing its course.

mI. 3 broad blackish transverse bands, first inclined from predorsal through eye

and last bent posteriorly on caudal peduncle; edge of caudal lobes darkish; no

tooth on tongue················································ L. sebae.

m'. Body redlsh uniformly; preopercle deeply gashed; caudal deeply emarginate;

vIlliform teeth on tongue .... ·.... ···· .... · .. ···· ...... ·.. ·· .... ····................................ L. gibbus.

1. Lutjanus johnii (Bloch)

2. Lutjanus argentimaculatus (Farskal)

3. Lutjanus decussatus (Cuvier et Valenciennes)

4. Lutjanus bohar (Farskal)

5. Lutjanus vaigiensis) Quay and Caimard)

6. Lutjanus fulviflamma (Farskal)

7. Lutjanus monostigma (Cuvier et Valenciennes)

8. Lutjanus vitta (Quay and Gaimard)
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9. Lutjanus lineolatus (Ruppell)
10. Lutjanus rufolineatus (Cuvier et Valenciennes)
11. Lutjanus spilurus (Bennett)
12. Lutjanus kasmira (Forskal)
13. Lutjanus luzonius Evermann and Seale
14. Lutjanus sehae (Cuvier et Valenciennes)
15. Lutjanus gibbus (Forskal)

Genus Maeolor Bleeker

Macolor Bleeker, Act. Soc. Sci. Ind. Neerland. vol. 8,1860, p. 25. Type Macolor

typus Bleeker = Diacope macolor Cuvier.

Promblys Gill, Proc. Acad. Nat. Sci. Philadelphia, 1862, p. 236. Type Diacope

nigra Lesson.

The coassification of this genus is not clear up to the present. Weber and de

Beaufort (1936), Fowler (1928), Kamohara (1957) and Matsubara (1955) included

this genus in Lutjanus. Fowler (1931) separated this genus from Lutjanus by

its fine, long, numerous gill rakers, to the number of 75 on the lower branch

of the first arch. The writer follows the Fowler's classification by reasons of,

(1) differences of cranium, (2) anterior portion of pelvic girdles close to each

other, (3) fine, long, numerous gill rakers.

These characters are importan t to classify the lutjanid fishes.

1. Maeolor niger (Forskal)

Lutjanus macolor Bleeker, Atlas Ichth. Ind. Neerland., vol. 8, 1876-1877, p. 75, pI. 343,
fig. 3,

Macolor niger Fowler, Bull. 100, U. S. Nat. Mus., vol. 11, 1931, p. 179.
Lutjanus niger Weber and de Beaugort, Fish Indo-Aust. Archip., 1936, p. 289, fig. 62.

-Kamohara, Reports Usa Mauine BioI. Station, vol. 4, no. 1, 1957, p. 23, fig. 15.
Macolor macolor Herre, Jour. Pan Pacific Reserch Inst., vol. 8, 1933, p. 8.

Genus Glabrilutjanus (Fowler) emend

Glabrilutjanus (subgenus) Fowler, Bull. U. S. Nat. Mus., vol. 11, 1931, p. 88, p. 95.
Paradicichthys WhItley, Mim. Qsl. Mus., vol. 10, 1930, p. 13.

Fowler (1931) created the new subgenus "Glabrilutjanus" by reasons of, (1)

Prolonged soft dorsal filalnents, (2) scales above and belovv lateral line in

horizontal series, (3) no tooth on the pala tee

Whitley (1930) created nevv subfamily "Paradicichthyinae" and new genus

"Paradicichthys".

The writer raised the status of the subgenus to genus for the rasons of, (1)

dorsal and anal fins scaleless, (2) outer wall of the otolith chamber not expanded,
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(3) teeth on vomer and palatines vestigial, (4) large pore .presents between the

sphenotic bone and frontal bone. These are very important characters to

classify the lutjanid fishes.

Glabrilutjanus nematophorus (Bleeker)

Mesoprion nematophorus Bleeker, Act. Soc. Sci. Ind. Neerland., vol. 8, 1860, p. 56·
Lutjanus nematophorus Bleeker, Atlas Ichth. Ind. Neerland., vol. 7, 1873-1876, pl. 285,

fig. 3, p. 47. - Fowler, Bull. U. S. Nat. Mus., vol. 11, 1931, p. 95. - Weber and de

Beaufort, Fish Inde-Aust. Archip. 1936, p. 240. - Matsubara, Fish Morpho. and

Rirt. pt. 1, 1955, p. 660.
Lutjanus nematophorus Ogilby, Mem. Queensland Mus., vol. 7, pt. 1, 1920, p. 20.
Paradicichthys venenat2ls Whi tley, Mem. Qsl. Mus., vol. 10, 1930, p. 13.
Glahrilutjanus marshalli Whitley, Rec. Aust. Mus., 18, 1932. p. 338.

Genus Caesio Lacepede

Key to the species

al. Pterocaesio. Premaxillary with two processes on each side in addition to the

median process.

bl• Caudal with black longitudinal band in each lobe; D. XI-XIII, 18-22; A. lll, 13
-14; p. 21-25 ············································C. tile.

b 2
• Caudal with black tips to each lobe.

c l
• Teeth in a single row in both jaws; median lateral golden band···· .. C. pisang.

c2
• Premaxillary teeth in a single row, lower jaw with 2 or 3 rows of teeth

anteriorly; median lateral golden band, also another narrow along back above,

the lower one run at a distance of a scale from lateral line anteriorly .... ·.. ·····
................................................................................................... C. chrysozonus.

c3
• Teeth in a single row in both jaws; upper sides of body with 2 narrow golden

bands on each side, the lower one a little below lateral line anteriorly .. ·· .. ······

...................................................... ···.·····.······································C. diagramma.

a'. Caesio. Premaxillary with a single process on each side in addition to the

median ascending process.

d l. No black spot on caudal lobes.

e1
• Supratemporal band or scales covering the middorsal line; caudal uniformly

yellowish; the upper part of dorsal fin scaleless; body length about 2.4-2.8

times or depth·················································································C. erythrogaster.

e'. Supratemporal band of scales across middorsal line of head separated a little

at midline; edges of caudal lobes pinkish; the whole surface of dorsal fin

scaly; body length about 3 times of depth· .... ·· .. ···· .. ·.... ········ .... ·· .. C. xanthonotus.

d 2
• Caudal wi th black spots in each lobe.

fl. Caudal with black longitudinal band in each lobe C. caerulaureus.

f2. Caudal with black tIpS to each lobe .. ······ .. ·· .. ··· .. ·· .. · .. ···· .. ···· ··········· .. · C. lunaris.
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1. Ca esio til e envier et Valenciennes

2. Caesio pis-ang Bleeker

3. Caesio chrysozonus Cnvier et Valenciennes

4. Caesio diagramma (Bleeker)

5. Caesio erythrogaster Cnvier et Valenciennes

6. Caesio xanthonotus Bleeker

7. Cresio caerulaureus Lacepede

8. Caesio lunaris envier·

Distribution

From the study of the distribution of ten genera mentioned in the figure 18, the

followIng matters came out:

1. Many species are known in the seas of Southeast Asia and its adjacent

archipelago, and these speCIes are all in com,mon one another.

2. In the Ryukyu Islands and the southern Japan the ·species are large in number,

but there is no endemic species.

3. In Australian seas, many species in common with .those of the Philippines and

the East Indies are found, but there are many endemic species, too.

4. In the Hawaiian Islands, some species of the subfamily Etelinae are found, and

these fishes are all in common with those of the Phil ippines and the East

Indies, but no species of the subfamilies Lutjaninae and Caesioninae are known

there.

5. No common species are found in the Hawaiian Islands and the west coast of the

America.

6. Several common species are found In the Atlantic coast and the Pacific coast of

the Americas, but the species in these areas are completely different from
those found in the South East Asia.

7. There are a few common species in the Atlantic coast of the America and the

Western Africa, but the species in the areas are also different from those in

the South East Asia.

From their geographical distribution, the seas of South East Asia and its adjacent

archipelago may be considered as the center of the specific divergence of the

Lutjanid fishes.


